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研究成果の概要（和文）： 

アクセント体系変化後の「定家仮名遣い」は、アクセント変化前のアクセントに拠る文献に

残された仮名遣いを継承している。大野晋は、行阿は自分のアクセントで仮名遣いを決めたと

したが、行阿は体系変化後の生育で、行阿も文献による「定家仮名遣い」であった。つまり、

アクセントに依拠するという定家の仮名遣いの原理は伝わったが、体系変化後に実践した人は

「定家仮名遣い」を批判した長慶天皇などごくわずかであった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

After the change of accent system, “ Teika-kanadzukai”succeeded to the kana orthography 

based on the former accent ( the accent before the change of accent system) shown in 

various literatures.  

Susumu Ono thought Gyoa wrote with the kana orthography based on his own accent, 

however, Gyoa was born and grew up in the times after the change of accent system, 

therefore, his kana orthography was not based on his own accent but on the accent shown 

in the literatures reflected that used in the Chikayuki (his grandfather)’s times. 

That is, the principle of “ Teika-kanadzukai” that based on the accent, was well understood, 

but after the change of accent system, the most people used the kana orthography shown in 

the literatures, and only a few used the kana orthography based on his own accent.  One 

of the latter examples was Emperor Chokei who criticized “Teika-kanadzukai”. 
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１． 研究開始当初の背景 

定家仮名遣いの原理については、大野晋
(1950)により「お」「を」についてはアクセン
トによる仮名遣いであることが明らかにさ
れ、それを引き継いだ『仮名文字遣』所載語
の仮名遣いとアクセントとの関係について
は、編者行阿の時代には平安末・鎌倉時代に
ＬＬ・ＬＬＬであった語が「を」で書かれ、
ＨＬ・ＨＨＬへのアクセント変化を反映して
いるが、ＬＬＨであったものは「お」であり、
ＨＬＬへのアクセント変化は起こっていな
かったとされた。すなわち、『仮名文字遣』
にはＬＬＬ＞ＨＨＬの変化が早く、ＬＬＨ＞
ＨＬＬの変化が遅かったというアクセント
体系変化の遅速が反映しているものとされ、
それが学会の共通理解のように扱われてき
た。 

 しかし、その後のアクセント史資料研究が
進み、金田一春彦、秋永一枝、桜井茂治によ
り『仮名文字遣』によって遅速については論
じることが妥当ではないことが明らかにな
ってきた。また、遠藤和夫（1976）は『仮名
文字遣』の表記が文献に拠っていることを主
張、アクセントによらない部分もあることを
福島直恭（2009）も指摘している。新たに構
築されたアクセント史資料に基づいて、アク
セント体系変化との関係を主眼にした『仮名
文字遣』の研究がなされていない状態であっ
た。 

 また、定家仮名遣い批判の研究としては、
前田冨祺氏、望月郁子氏ほかにより、長慶天
皇の『仙源抄』跋文に示された声点および声
調をもとに明らかにされている。それは、長
慶天皇が定家のアクセントによる仮名遣い
を批判したのには、長慶天皇の生まれが 1343

年で、このころまでにアクセントの体系変化
が起こっていたこと、アクセント観が新しい
ものに変わっていたことが関係するという
ものである。しかし、これまでの研究は跋文
についてのみで、実際に長慶天皇がどのよう
な仮名遣いで『仙源抄』を記したのかについ
てと、本文中の差声については言及が皆無で
あり、アクセント体系変化後の定家仮名遣い
とアクセントとの関係についてその実態に
に関する研究はほとんどなわれていなかっ
た。 

 

２． 研究の目的 

いわゆる定家仮名遣いのうち声調（アクセ
ント）によって書き分けられた「お」「を」
を含む語は、アクセント史資料ともなる。し
かし、南北朝に起こったアクセントの体系変
化と声調に対する意識の変化により、定家時
代の仮名遣いと変化後のアクセントによっ
た仮名遣いでは相違が生じ、定家仮名遣いに
対する批判が起こる。当該研究では、これま

で具体的な研究がなされてこなかったアク
セント体系変化後の「定家仮名遣い」の実態
を明らかにし、アクセント資料としての可能
性を探るとともに、アクセントに拠ることの
ない「定家仮名遣い」がどのように構築され、
浸透していくのかの解明を目的とする。 

「定家仮名遣い」の書として伝播する『仮
名文字遣』の実態と、「定家仮名遣い」の批
判の書とされながらも、アクセントによる仮
名遣いを実行したと思われる『仙源抄』の分
析を行いつつ、体系変化後の定家仮名遣いの
享受の実態を解明する。 

 

３．研究の方法 

（１）『仮名文字遣』編纂方針の解明 
 これまで行阿の『仮名文字遣』は、定家仮
名遣いの辞書的役割を持つ本として理解さ
れてきたが、その編纂方針には実はアクセン
トによる仮名遣い書であることが全く書か
れていない。後世の定家仮名遣いを批判する
『仙源抄』や、契沖の『和字正濫通妨鈔』な
どの書物で、アクセントによる仮名遣いを具
体的に非難することによって、『仮名文字遣』
がアクセントによる仮名遣い書であると認
識されている可能性がある。『仮名文字遣』
が二つの基準で仮名遣いを示していること
が明らかにはなったが、行阿自身のアクセン
トに拠らない場合には、何を典拠にしている
のかを検討した。 
 
（２）『仙源抄』以降の注釈書、仮名遣い書
における仮名遣いの分析 
 定家仮名遣いの批判の書として扱われて
きた「仙源抄」諸本の研究を行い、本文の仮
名遣いの実態解明、差された声点の分析を行
い、アクセント体系変化後の仮名遣いを明ら
かにする。さらに、『仙源抄』の書写者で長
慶天皇に仕えていた耕雲明魏の自筆本にお
ける仮名遣いの調査を行い、その実態を解明
した。 
 
４．研究成果 
 「定家仮名遣い」の書として伝播する『仮
名文字遣』の実態と、「定家仮名遣い」の批
判の書とされながらも、アクセントによる仮
名遣いを実行したと思われる『仙源抄』など
の注釈書の典拠を考察した。これまで具体的
な研究がなされてこなかったアクセント体
系変化後の「定家仮名遣い」の実態を明らか
にし、アクセント資料としての可能性を探る
とともに、アクセントに拠ることのない「定
家仮名遣い」がどのように構築され、浸透し
ていくのかの解明を目的として研究を進め
た。 

 
（１）『仮名文字遣』の研究 



これまで大野晋氏の研究により、行阿の
『仮名文字遣』が定家の仮名遣いとは異なる
のは、アクセント体系変化の遅速を反映した
ためいう解釈が定説となっていた。『仮名文
字遣』の「お」「を」の使い分けにより、Ｌ
ＬＬ＞ＨＨＬの変化が早く、ＬＬＨ＞ＨＬＬ
の変化が遅かったとするものである。しかし、
これには「おとこ・おほぢ・おほひ」のよう
に使用頻度の高い、ＬＬＬである語を除外し
ている点、ＬＬＨを保つ語が動詞に限られて
いるという点が見逃されてきた。また、ＬＬ
Ｈを保っているように見える「お」で書かれ
る動詞は型の種類が少なく、アクセント変化
後も区別がつけられる。さらに、行阿の生育
地が鎌倉であると考えられることと、筆者が
行ってきた『仮名文字遣』の諸本研究により、
『仮名文字遣』の仮名遣いは行阿自身のアク
セントに拠ったものではなく、『仮名文字遣』
をまとめたときから文献による仮名遣いで
あることを明らかにした。 

 
（２） 長慶天皇の仮名遣い 
 長慶天皇の『仙源抄』はその跋文によりア
クセントによる定家仮名遣いを批判したも
のとして扱われてきたが、長慶天皇は『仙源
抄』本文執筆では、アクセント体系変化を経
た自分自身のアクセントにより「を・お」を
書き分けるという「定家仮名遣い」の原理に
拠っていることを解明した。 
 
（３）『仙源抄』の声点 
『仙源抄』に差された声点については、金

沢市立図書館、天理図書館、宮内庁書陵部本
などの諸本調査を行った。参考にしたとされ
る『河海抄』『紫明抄』の声点調査も行い、
比較検討を進めて、差声と移声の別などを分
析した。 
長慶天皇が自らのアクセントを差したも

のと、出典があって移声したものがあること
は分かったが、その判断はむずかしい。注の
中には明らかにアクセント体系変化後のア
クセントを差したものがみられ、天皇自身の
差声と認められるものもある。跋文の解釈で
問題とされてきた〈平平〉は、本文の差声か
らも長慶天皇自身の差声法ではなく、また新
しい声点注記法でＨＬを示したものでもな
く、古い文献に拠ったものとみられる。〈去
上〉〈上去〉は天皇の差声としてもよさそう
である。同音異義語を平上去で書き分けるた
めに自身の差声法ではない古い差声法も採
用しているとみられる。 
 
（４）耕雲の仮名遣い 
『仙源抄』の書写者である耕雲自筆資料に

ついてその仮名遣いの実態を明らかにする
ことができた。アクセント体系変化後に生育
した耕雲は、書写にあたっては親本に忠実で

あった。『仙源抄』では、アクセント体系変
化後のアクセントに準拠した長慶天皇自身
の仮名遣いに従い、『原中最秘抄』では、ア
クセント体系変化前のアクセントに準拠し
た仮名遣いとなっている。さらに自著では、
『原中最秘抄』の事例と同様の仮名遣いがと
られていることが分かった。つまり、耕雲の
習得した仮名遣いは、自身のアクセントによ
り書き分けをするものではなく、『源氏物語』
の書写などによって触れた文献に準拠する
仮名遣いなのであった。それは『仮名文字遣』
に近いもので、定家や源親行時代のアクセン
トに準拠したものに近く、体系変化後のもの
もわずかに混在している。 
 
（５）本研究の結論 
アクセント体系変化後においては、「お」

「を」の仮名遣いは、当時通行となっていた
いわゆる「定家仮名遣い」を用いるのであっ
て、それは定家の頃、親行の頃にアクセント
を基準として使用されていた仮名遣いを継
承するのが主流であり、自らのアクセントに
よって新たな書き分けを行うことは稀であ
るといえよう。アクセントによって「お」「を」
を書き分けるという定家仮名遣いの原理自
体は伝わっていたが、実践した人はごくわず
かであったということである。 
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